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女池上山スワンの家 

令和７年度 第 3 回 運営推進会議議事要旨 

 

日 時 令和 7 年 9 月１7 日 水曜日 午後 3 時～午後 3 時 45 分 

場 所 女池上山スワンの家 地域交流室 

参 加 者 

住民代表 女池西自治会 副会長 太田様 

            防災部長 井上様 

入居者家族代表 小濱様 

新潟市地域包括支援センター鳥屋野・上山 伊藤様 

グループホーム赤とんぼⅡ 管理者 長井様（欠席） 

スワン・パートナーズ株式会社 代表取締役 藤島 

女池上山スワンの家 所長 水島（司会） 

          計画作成担当 和田 

 

参加者自己紹介 

 

議事 

１．事業活動報告 

①入居者の状況（令和 7 年 9 月１６日現在） 

要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

０名 ３名 5 名 ７名 １名 ０名 １6 名 

男性２名 女性 14 名 平均要介護度 2.３ 平均年齢 85.3 歳 

１名入院中（蜂窩織炎および心疾患） 

 

②事故、ヒヤリ・ハット報告 

 

発生月 事故の内容 その後の対応 

7 月 ① 夜中 1 時ころ、部屋よりド

スンと物音。訪室したとこ

ろベッド脇に横たわってい

た。ベッドから転落した様

子。打撲等身体に異状なく、

痛みもなかった。「高いとこ

ろにあるものを取ろうとし

て落ちた」と話されていた。 

②  

① レビー小体型認知症の特徴である「夢

の内容に合わせて声を出したり動い

たりする症状」の可能性。普段は日常

生活動作に危険はないため、物音や声

がした場合には訪室し、安全を確認す

ることとし、異常時早く気付けるよう

にする。 

8 月 なし  
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発生月 ヒヤリハットの内容 その後の対応 

７月 ① 歩行器を使用せず歩いてお

られた。本人は「練習のた

め」という認識。転倒の危険

があった。 

① 歩行器を使用してもらうよう説明す

る。脚力がつくような運動を日常生活

に取り入れる。 

8 月 なし  

 

③活動の報告と予定 

※報告については別紙あり 

（実施）令和 7 年８月 ドライブなど 

        ９月 敬老会 １階のリビングで、ユニット合同で実施しました。 

（予定）    ９月 上山中学校２年生 職場体験受け入れ 

           上山中学校１年生 職場取材受け入れ 

 

③ 職員研修 

７月末 感染症および食中毒予防に関する研修を実施しました。 

１０月 認知症介護実践者研修に参加する予定です。 

 

２．身体拘束適正化委員会 

現在、身体拘束は行っておりません。 

 

３．苦情報告 なし 

 

４．面会や外出、外泊について 現在制限はありません。 

 コロナが流行しています。職員自身や同居の家族の健康観察を徹底するよう呼び掛け

ています。体調が悪い時、いつもと違う時には仕事を休む。 

 

５．その他 ご意見等 

・外部評価へ協力をお願いします。会議参加者へ様式をもとに外部評価について説明、

協力を求めました。 

 

・女池西自治会は自主防災組織を市内で初めて立ち上げました。企業とのかかわりや情

報共有を進めていきたいと考えています。被災時の共助を目標に、まずは地域の要援護

者の把握をする必要があると思います。 


